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 202２年度（令和４年度）学校評価自己評価表  
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児童生徒の現状 
 総合的な学習の時間を中心に，探究学習が充実

してきた。 

・中学校における長期欠席の生徒は全体の

4.3％である。（全国平均 4.1％） 

 中学校では，生徒会活動を中心に，学校の課題

の改善に努める取組が充実してきた。 

 学校が楽しい・自分に良いところがあると感じ

ている生徒の割合は全体で増加傾向にある 

 

培遠中学校区 校番 12 福山市立培遠中学校 
   

 最終更新日 2023 年（令和 5 年）2 月 3 日 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 
 リモート授業という新しい形態にも取り組

み，先生方も大きな波に追われていると思

う。苦しいことも多々あると思うが，全ては

子ども達のために頑張ってほしい。 

 ウィズコロナに向けたスタートだと思いた

い。 

 地域とのつながりを大切にする子ども達の

成長を楽しみに，これからも連携，協力をお

願いしたい。 

 

ミッション  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し， 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。 

現 状 

＜児童生徒＞ 

・授業で分からないことはそのままにせず，分かるまで努力している生徒は，１年

66.7%，79.6%，81.5% 

・自分に良いところがあると答える生徒の割合は，１年 75.6%，２年 88.3%，３年

79.3%である。全学年が向上している。 

・長期欠席生徒は全体の 4.3%である。（昨年度 4.6%）※全国平均 4.1% 

・日常生活で，生徒会活動を中心に問題発見，解決することが定着し始めた。 

・昨年度より減少しているが，一部の生徒で SNS を中心とした人間関係のトラブルが

当事者同士で解決できず，大きなトラブルになることがある。 

＜授業＞ 

・総合的な学習では，SDGｓの実現や取材活動を通して，問題解決学習が定着してきた。 

・一人一台の Chrome book を活用し，多様な授業方法や評価法にチャレンジしてい

る。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理

観”) 

○課題発見力  ○論理的思考力  ○コミュニケーション力  ○実践力 

めざす 

子ども像 
 

Well-being の実現 

○課題発見力 

・身の回りの事象について，多面的・総合的に考えて課題を見つけることができる。 

○論理的思考力  

・将来の進路希望に基づいて当面の計画を立て，その達成に向けて努力することができる。 

○コミュニケーション力 

・チームとしての立場の違いを理解し，お互いを活かしながら協働することができる。 

○実践力 

・地域や身の回りの課題解決に向けて，行動をすることができる。 

※たんぽぽ魂，ＳＤＧｓ，自分で決める，生活五訓（挨拶・時間・美化・服装・姿勢）

を意識して生活し，これらの力を高めていく。 
   

研究 

テーマ 小中 9 年間を見通した主体的・対話的で深い学びを目指した授業の創造 

内容等 生きた知識の習得を目指す 

めざす授業の姿 

○生徒・教師が学びの過程を大切にし，生徒が自ら問いを創る授業 

・「育成する力」を見通した単元計画をもとに，生徒が主体的に学び，問いを立てる。 

 ※問題解決学習（探究学習）の実現。問題発見能力・問題解決能力の育成。 

〇「指導と評価の一体化」のための学習評価を生かした授業 

・生徒が「自己調整する」機会をもつ。粘り強さを育む。 

 

ミッション 

知・徳・体の調和がとれ，自らの学校に誇りを持てる生徒を育てるとともに，地域・

保護者との繋がりを深め，地域に愛され，信頼される学校教育の創造を目指す。 

 
学校教育目標 

夢を志にチャレンジ 

 ～たくましく生きる力を身に付け，自らの進路をきり拓き，地域に貢献できる生徒を育てる～ 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理

観”) 

課題発見力，論理的思考力，コミュニケーション力，実践力 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 
自己を認識し，自分の人生を選択し，表現することができる 

中学校区として 
統一した取組等 

・子どもが主体的に考え判断し行動する力を育てる 

・自己肯定感を高め，他者を慮る姿勢を育てる  

・心豊かにたくましく生きる力を育てる  
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成
評価

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

５ 

自ら課題を見付

け，自ら学び，自

ら考え，判断し

て行動する生徒

の育成 

 

★ 
継

続 

問題発見能力，問題

解決能力を育む。 

▽問題解決学習（探究学

習）を，教科と総合的

な学習の時間で行う。 

▽単元の中で生徒が課

題を自身で設定する

場面をもつ。 

▽学校生活や地域での

問題解決学習に取り

組む。 

△授業でわかる・できる

と感じられる場面が

あ る 生 徒 の 割 合 を

90%以上にする。 

△定期試験において，

30％未満の生徒の割

合を 10％未満にする。 

△生徒会活動やボラン

ティア活動で，学校や

地域の課題解決に取

り組む。 

□できる・わかる 

 １年 87.9% 

  ２年  83.7% 

 ３年  90.6% 

□30％未満 

１年 13.0% 

2 年 14.0% 

 ３年 15.7% 

□生徒会 

 委員会で課題解決に取り

組んでいる。ボランティ

ア活動も地域と連携し計

画を立てている。 

３ ２ 

〇総合的な学習の時間だけ

でなく，ふだんの授業で

も，問いを工夫すること

で主体的な学びをつくる

授業を設定する。 

〇試験期間中の帰り学活の

時間を活用し，学力補充

の時間を確保する。 

〇生徒会やリーダーを中心

に，地域と連携しボラン

ティア活動の充実をはか

る。総合的な学習の時間

でも地域との連携を進め

る。 

□できる・わかる 

 １年 88.7% 

  ２年  85.6% 

 ３年  89.7% 

□30％未満 

１年 13.５% 

2 年 12.４% 

 ３年 15.3% 

□生徒会 

 委員会で課題解決に取り組

んでいる。ボランティア活動

も地域と連携し活動ができ

た。 

３ ３ ３ 

〇「できる・わかる」

を感じ，主体的な

学びに繋がるよう

な問いを授業内で

工 夫 し て 設 定 す

る。 

〇生徒が自主的に学

習に取り組めるよ

うに各教科の学習

方法を提示してい

く。 

〇 生 徒 の 意 見 を 基

に，生徒会主導の

地域と連携した活

動を取り入れてい

く。 

 
継

続 
主体的に学ぶ態度

を育む。 

▽指導と評価の一体化

をさらに進める。 

▽生徒が自分の学びに

ついて振り返り，自己

調整する場面を設け

る。 

▽定期試験や単元テス

トに向けて目標設定

する。 

△分からないことはそ

のままにせず，分かる

まで努力している生

徒の割合を 80%以上

にする。（粘り強さ） 

△授業の中で，学んだこ

とを振り返っている

生徒を 80%以上にす

る。（自己調整） 

△自分で勉強の計画を

立てている生徒の割

合を 80%以上にす

る。（自己調整） 

□わかるまで努力 

 １年 72.7% 

 ２年 71.2% 

 ３年 79.2% 

□授業の振り返り 

 １年 68.2% 

 ２年 64.4% 

 ３年 70.8% 

□計画を立てる 

 １年 54.5% 

 ２年 43.3% 

 ３年 66.7% 

 

３ ２ 

〇生徒の主体的な学

びがより進むよう，

校区で研修のねら

いを定め，授業改善

を行う。 

〇振り返りを通して，

自身の理解度を把

握させ，生徒の自己

調整力を育む。 

〇計画の立て方のモ

デルを提示し，前回

の振り返りを次回

に活かせる指導を

行う。 

□わかるまで努力 

 １年 76.1% 

 ２年 66.7% 

 ３年 80.4% 

□授業の振り返り 

 １年 63.4% 

 ２年 56.8% 

 ３年 77.3% 

□計画を立てる 

 １年 54.9% 

 ２年 48.6% 

 ３年 71.1% 

 

３ ３ ３ 

〇生徒の主体的な学

び が よ り 進 む よ

う，校区で研修の

ねらいを定め，授

業改善を行う。 

〇日々の授業の振り

返りを通して，自

身 の 目 標 を 設 定

し，それに向けて

学びを深めること

ができるような支

援をしていく。 

５ 
自己肯定感，自

己効力感が高

い生徒の育成 

★ 
継

続 

自分で決め，実行す

ることを通して自

信を育む。 

▽自己効力感を高める

ためのライフスキル

教育を計画的に実施

する。 

▽生徒が自ら校則を見

直し，誰もが過ごしや

すい学校，誰もがやり

直しができる学校に

していく。 

▽生徒に寄り添い，関係

づくりすることを通

して，よりよい自己決

定できるようにし，自

己評価を高める。 

△長期欠席生徒率を全

国平均以下にする。 

△学校が楽しいと回答

する生徒を 90％以上

にする。 

△自分には良いところ

があると答える生徒

の割合を 80％以上に

する。 

△努力すれば，自分もた

いていのことはでき

ると答える生徒の割

合を 85％以上にす

る。 

□９月末長期欠席 

 １年 5 人 

 ２年 5 人 

 ３年 7 人 

□学校が楽しい 

 １年 80.3% 

 ２年 72.1％ 

 ３年 82.3% 

□良いところがある 

 １年 71.2% 

 ２年 75.0％ 

 ３年 78.1% 

□たいていのことは

できる 

１年 78.8% 

 ２年 82.7% 

 ３年 85.4% 

３ ２ 

〇生徒との本音が言

える関係づくりを

行う。 

〇生徒が抱えている

課題を丁寧に聞き

取りながら，目標を

決めたり改善した

りする支援を行う。 

〇課題解決の活動を

行う中で，成長を実

感させる。肯定的な

声掛けを増やす。 

〇生徒会を中心に引

き続き，誰もが過ご

しやすい学校づく

りという視点で課

題解決を行う。 

□1 月末長期欠席 

 １年 10 人 

 ２年 7 人 

 ３年 1６人 

□学校が楽しい 

 １年 73.2% 

 ２年 76.6％ 

 ３年 80.4% 

□良いところがある 

 １年 76.1% 

 ２年 74.8％ 

 ３年 77.3% 

□たいていのことはで

きる 

１年 77.5% 

 ２年 80.2% 

 ３年 84.4% 

3 2 3 

生徒指導規定の見直 

しを今年度も実施で 

きた。生徒会を中心 

とした生徒が自ら課 

題を見つけて解決に 

向けて実践する活動 

の場も増えてきてお 

り，well-being の実 

現や自分で決める生 

徒の育成は進んでい 

る。一方で，集団にな 

じめない生徒や人間 

関係の構築に課題を 

抱える生徒も見られ 

た。生徒の自己肯定 

感や存在感の向上に 

引き続き取り組む。 

福山市立培遠中学校 
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５ 

生涯にわたっ

て運動に親し

むとともに健

康の保持増進

と体力の向上

を目指す生徒

の育成 

 
継

続 

運動の楽しさを実

感し，健康を大切に

する態度を育む。 

▽体育の授業で，個々
の記録の伸びに着
目できるよう，結果
を活用する。 

▽体育的行事を，生徒
にとって運動が好
きと思える取組に
なるよう見直す。 

△体力向上のために，自

分で努力しているこ

とがある生徒の割合

を８０％以上にする。 

△体育的行事における生

徒の満足度を 90%以

上にする。 

□体力向上の努力 

 １年 60.6% 

 ２年 65.4% 

 ３年 71.9% 

□体育大会 

満足度：97.2% 

 

３ ２ 

〇駅伝・マラソン大会

に向け，生徒が主体

的に練習計画を立

て，実行できるよう

に学校全体として

取り組む。 

〇引き続き，体育的行

事の振り返りを丁

寧に行い，満足度を

高める。 

□体力向上の努力 

 １年 64.8% 

 ２年 59.5% 

 ３年 65.6% 

□駅伝大会 

雨天により中止 

 

3 2 3 

〇年間を通して新体

力テストの項目を

選択し，記録を定

期的に残し，生徒

の 伸 び を 把 握 す

る。 

〇体育的行事の見直

しを行い，生徒が

主体となった取り

組みを行えるよう

にする。 

３ 

教職員がやり

がいを感じ，充

実感を得られ

る学校 

 
継

続 

教職員一人一人が

学校運営に参画す

る。 

▽ICT 機器の活用によ
り，業務の改善をはか
る。 

▽ Google classroom
やドライブを利用し，
情報の共有をスムー
ズに行う。 

▽会議を勤務時間内に
設定する。 

△時間外勤務時間が 45
時間を超える教職員を
0 人にする。 

△仕事に意義とやりがい
を感じている教員の割
合を８5%以上にする。 

△授業づくりを行う時間
が確保できている教員
の割合を 75%以上に
する。 

□４～９月平均 

 45 時間を超える教員 

34.0%（51/150） 

昨年度 56.7% 

□やりがいを感じる 

 94.4%（昨年度同

時期 85.7%） 

□時間確保できる 

 61.1%（昨年度同

時期 57.1%）  

３ ２ 

〇教職員自身が，45 時

間を自ら進んで達成

することができるよ

うに目標管理する。 

〇生徒の頑張りを肯定

的に捉え，教職員と

共有する。 

〇情報共有がスムーズ

にできるようにさら

に Google classroom

の活用を進める 

□10～1 月平均 

 45 時間を超える教員

27.2%（34/125） 

昨年度 41.5% 

□やりがいを感じる 

 75.0%（昨年度同時

期 76.4%） 

□時間確保できる 

 50.0%（昨年度同時

期 58.8%）  

３ ３ ３ 

〇時間外勤務は年々

減ってきている。定

時退校日を徹底で

きるようにする。 

〇ICT を活用した打

ち合わせと，直接の

打ち合わせの併用

を行う。 

 

７ 

地域・保護者か

ら信頼され，通

わせてよかっ

たと思われる

学校 

 
継

続 

地域・保護者の学校

教育に対する満足

度を高くする。 

▽コロナ禍において，
Youtube や Zoom，
メール配信を利用し
て積極的に学校の活
動を地域・保護者に発
信する。 

▽地域の公園の管理や
環境活動など持続可
能なまちづくりを教
育課程に位置付ける。 

 

△学校の取り組みがよく
わかると回答する保護
者の割合を 8０％以上
にする。 

△子どもは学校生活に満
足していると回答する
保護者の割合を８0％
以上にする。 

△地域を住みよいまちに
していくために貢献し
ていると答える生徒の
割合を 75％以上にす
る。 

□学校の取組がよく

わかる 61.9%（昨

年度同時期 51.6%） 

□子どもは学校生活

に満足 74.1%（昨

年度同時期 66.4%） 

□貢献している 

（生徒） 

 １年 39.4% 

 ２年  47.1% 

 ３年  65.6% 

 

３ ２ 

〇メ ール配信 を活 用

し，学校の取組が伝

わるようにする 

〇保護者が行事へ参加

しやすくなるように

案内を丁寧に行う。 

〇地域で活動する生徒

の様子を伝えていく

とともに，地域の方

と連携できる機会を

設ける。 

□学校の取組がよくわ

かる 62.5%（昨年度

同時期  53.6%） 

□子どもは学校生活に

満足 65..1%（昨年

度同時期  68.4%） 

□貢献している 

（生徒） 

 １年 50.7% 

 ２年  47.7% 

 ３年  62.9% 

 

３ ３ ３ 

〇行事の Youtube 配

信を行った。来年度

は，さらに普段の様

子なども積極的に

発信していきたい。 

〇今年度，地域と共同

したボランティア

活動を開始できた

ことは大きな成果

であったが，コロナ

禍のため人数を制

限した。来年度は，

さらに活動の幅を

広げ多くの生徒が

参加できるように

する。 

[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が
生じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変
化，問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


